
山車同士が激しくぶつかり合うことから、この名
称で親しまれている。山車の上に乗り、太鼓を
叩きながら練り歩く様は、訪れた人を感嘆させる。

船中で熱病にかかり亡くなった清正の船を、
住人が提灯や灯火を持って出迎えたことから
千灯明が始まった。

毎年８月20日前後の土・日曜日の夜に開催さ
れ、趣向を凝らした衣装をつけた踊り子が舞
う、豪華絢爛なお祭り。

参
勤
交
代
に
よ
っ
て
発
展
し
た
宿
場
町

　最
盛
期
に
は
、
九
州
９
か
国
中
６
か

国
を
支
配
下
に
置
い
て
い
た
戦
国
大
名

の
大
友
氏
。
し
か
し
宗
麟
の
子
・
義
統

の
時
代
に
、
豊
後
国
を
豊
臣
秀
吉
に
没

収
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
徳
川
家

康
が
天
下
を
取
り
、
豊
後
は
関
ヶ
原
の

戦
い
の
褒
美
と
し
て
家
臣
た
ち
に
分
配

さ
れ
た
。
豊
後
の
大
名
配
置
を
大
き
く

変
え
る
こ
と
で
、
大
友
の
残
存
勢
力
を

抑
え
る
目
的
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
豊
後
は
小
藩
分
立
と
な
り
、
現
大

分
市
域
に
領
地
を
持
っ
て
い
た
の
は
府

内
・
岡
・
臼
杵
・
肥
後
・
延
岡
の
各
藩

と
幕
府
領
で
あ
っ
た
。

　小
藩
分
立
は
、
地
域
独
自
の
文
化
を

生
み
、
現
在
も
祭
り
や
伝
統
行
事
と
し

て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　鶴
崎
三
大
祭
り
と
呼
ば
れ
る
「
本
場

鶴
崎
踊
大
会
」「
け
ん
か
祭
り
」「
二
十

三
夜
祭
」
は
、
そ
の
名
残
を
と
ど
め
、

今
で
も
季
節
の
風
物
詩
と
し
て
、
地
元

の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
行
事
だ
。

　小
藩
分
立
に
な
る
前
、
ま
だ
大
友
氏

が
栄
華
を
極
め
て
い
た
頃
、
京
都
か
ら

踊
り
子
を
呼
び
、
大
友
宗
麟
の
前
で
踊

ら
せ
た
の
が
起
源
と
い
わ
れ
る
「
鶴
崎

踊
」
は
１
５
６
０
年
頃
に
始
ま
り
、
今

も
大
切
に
踊
り
継
が
れ
て
い
る
。
小
藩

分
立
後
、
１
６
４
６
年
に
造
営
さ
れ
た

劔
八
幡
宮
で
は
、
毎
年
４
月
に
「
け
ん

か
祭
り
」が
行
わ
れ
る
。
当
時
の
領
主
・

細
川
氏
か
ら
み
こ
し
が
寄
進
さ
れ
、
今

で
は
み
こ
し
を
先
頭
に
宝
剣
を
飾
り
つ

け
た
山
車
が
町
内
を
練
り
歩
き
、
見
る

も
の
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。
毎
年
７
月

23
日
に
行
わ
れ
る
「
二
十
三
夜
祭
」
は
、

法
心
寺
を
建
て
た
加
藤
清
正
を
し
の
ん

だ
供
養
祭
だ
。
同
じ
地
域
に
、
時
代
も

領
主
も
違
う
祭
り
が
根
付
い
た
の
も
、

鶴
崎
の
人
た
ち
が
大
切
に
守
り
継
い
で

き
た
か
ら
で
あ
る
。

　ま
た
、
野
津
原
地
区
で
は
毎
年
８
月

23
日
・
24
日
に
「
清
正
公
祭
り
」
が
行

わ
れ
る
。
加
藤
清
正
を
野
津
原
神
社
に

ま
つ
り
、
み
こ
し
や
山
車
、
神
楽
な
ど

に
彩
ら
れ
る
き
ら
び
や
か
な
夏
祭
り

だ
。
領
主
の
加
藤
清
正
が
人
々
に
愛
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　１
８
７
４
年
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
豊

後
全
域
と
豊
前
の
一
部
は
大
分
県
に
な
っ

た
。
江
戸
時
代
の
小
藩
分
立
に
よ
り
独

自
文
化
が
息
づ
い
た
大
分
市
。
各
地
域

に
残
る
祭
り
や
伝
統
行
事
、
文
化
財
、

史
跡
な
ど
が
私
た
ち
の
誇
り
で
あ
る
。

小藩分立により「独自文化」が今も息づく

参勤交代の安全を祈願し、造られ
たもの。

今市は岡藩の領地であったが、肥後藩も参勤交代の際にこの石畳の道を使用していた。660ｍ程
の石畳を、勝海舟と坂本龍馬も通ったとされる。

　肥
後
一
国
（
熊
本
）
の
支
配
を
任
さ

れ
た
加
藤
清
正
は
、
豊
後
国
内
の
領
地

が
欲
し
い
と
望
ん
だ
。
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内
海
へ
の

海
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を
確
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に
獲
得
し
た
鶴

崎
の
他
に
も
、
野
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原
や
久
住
な
ど
約

二
万
五
千
石
が
、
肥
後
藩
の
飛
び
地
と

な
っ
た
。
こ
の
飛
び
地
を
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ぎ
、
熊
本

か
ら
鶴
崎
ま
で
参
勤
交
代
の
街
道
「
肥

後
街
道
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を
造
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、
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後
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内
で
は
鶴

崎
、
野
津
原
、
久
住
に
御
茶
屋
を
置
い

た
。
御
茶
屋
を
中
心
に
形
成
し
た
「
宿

場
町
」
は
、
参
勤
交
代
で
陸
路
を
旅
し

た
一
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が
、
目
的
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へ
向
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う
途
中
で

体
を
休
め
、
英
気
を
養
う
場
所
と
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栄
し
た
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後
藩
の
加
藤
氏
・
細
川
氏
の
参
勤

交
代
の
旅
路
は
、
熊
本
か
ら
大
津
・
内

牧
・
久
住
・
野
津
原
と
肥
後
街
道
を
抜

け
て
４
泊
５
日
で
九
州
を
横
断
し
、
鶴

崎
到
着
後
は
海
路
で
瀬
戸
内
海
を
渡

り
、
大
坂
（
大
阪
）
に
到
着
。
そ
の
後

は
、
東
海
道
を
江
戸
に
向
か
っ
て
い

た
。
こ
れ
が
当
時
、
熊
本
か
ら
江
戸
ま

で
の
最
短
ル
ー
ト
だ
っ
た
。
船
着
場
か

ら
は
「
波
奈
之
丸
」
と
い
う
御
座
船
が

大
坂
と
の
間
を
行
き
来
し
、
参
勤
交
代

の
際
、
多
い
時
で
は
67
隻
が
藩
主
の
舟

に
付
き
従
い
、
鶴
崎
の
港
か
ら
出
て
い

た
。　肥

後
藩
の
領
地
で
あ
り
、
御
茶
屋
が

設
け
ら
れ
た
野
津
原
の
宿
場
町
は
、
七

瀬
川
と
い
う
天
然
の
堀
と
山
に
囲
ま

れ
、
防
衛
面
に
も
優
れ
て
い
た
。
現
在

の
野
津
原
小
学
校
が
あ
る
場
所
に
御
茶

屋
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
熊
本
と
鶴
崎
を

結
ぶ
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
発
展
し

た
。
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し

今市の石畳道中安全祈願塔本場鶴崎踊大会 二十三夜祭けんか祭り

1860年、肥後藩主細川韶邦が、
熊本へ初入国した際の参勤交代
の大名行列が描かれた絵巻。5月
7日～9日に、鶴崎公民館で公開
された。総勢1,231人が、長さ
35mの絵巻に描かれ圧巻だ。

細川韶邦公初御入部御行列画図
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稙田支所

明野支所

野津原支所

坂ノ市支所

大分市史編さん委員会『大分市史』
株式会社大分放送大分歴史事典刊行本部『大分歴
史事典』
大分市歴史資料館『江戸紀行～名所、名物、旅模様～』
鶴崎校区つるさき七輪の街づくり推進委員会『ふる
さと鶴崎のくらしと歴史』
野津原町『郷土史野津原』
大分市観光課『豊の都市　おおいた　歴史散歩』
山岡鉄舟『鉄舟随感録』
松浦玲『勝海舟』
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佐賀関支所

ちょうちん ともしび

せんとうみょうけんらん
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